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凡例▶ 対対象（記載のない場合はどなたでも）　日期日　時時間　場会場　定定員（記載のない場合は定員なし）　内内容　講講師　持持ち物　

（5）

　市では、大規模地震や風水害等の災害発生時に、避難所等で使用
するトイレカーを導入します。防災意識の向上と災害用ト
イレの重要性について広く伝えるため、トイレカーのラッ
ピングデザインを募集します。詳細は市 （右記参照）をご
覧ください。

募集テーマ　「もしもの時にいつもの安心を」
▷デザイン要件
○�デザインや文字を見て一目でトイレカーと分かるデザイン
○�稲城市の魅力を表現し、市民が愛着と親しみやすさを持つデザイン
○�避難所生活において、安心を表現したデザイン
申申込フォーム（右記参照）〔8月15日（土）～〕
限9月30日（水）
先問防災課防災係　☎377−7119

市
内
で
は
6
月
ま
で
の
特
殊
詐

欺
被
害
件
数
が
18
件
、
被
害
額
は

約
1
億
円
と
、
昨
年
を
大
幅
に
上

回
る
深
刻
な
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て

い
ま
す
。

「
自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
か
ら

大
丈
夫
」と
い
う
油
断
が
最
も
危

険
で
す
。
犯
人
は
言
葉
巧
み
に
、

あ
な
た
の
資
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
ポ
リ
ス
で
対
策
し
ま
し
ょ
う

デ
ジ
ポ
リ
ス
は
警
視
庁
公
式
の

無
料
防
犯
ア
プ
リ
で
す
。
だ
ま
さ

れ
な
い
た
め
に
は
、「
電
話
に
出

る
前
の
事
前
対
策
」が
効
果
的
で

ひきこもり相談窓口
●ひきこもり相談
　地域福祉コーディネーターが家族や本人の話を
伺います。また、関係性を築きながら、必要に応
じて相談支援担当職員と連携し、医療や福祉サー
ビスにつなげます。
対市内在住の18～50歳代の方またはその家族
場福祉センター
※訪問相談も可
申電話、メール
先問社会福祉協議会地域福祉係　☎378−3800、
vc@inagishakyo.org
●東京都ひきこもりサポートネット
　ひきこもりに悩む当事者・家族等からの相談を
受け付けています。詳細は「東京都ひきこもりサ
ポートネット」 をご覧ください。
対ひきこもりに悩む当事者・家族等
▷相談方法
○電話相談＝東京都ひきこもりサポートネット　
☎0120−529−528〔午前10時～午後5時（日曜
日・祝日・年末年始を除く）〕

○メール相談＝「東京都ひきこもりサポートネット」
で24時間受付
○訪問相談＝児童青少年課、社会福祉協議会地域
福祉係または、東京都ひきこもりサポートネット
へ申し込み
○ピアオンライン相談＝ピアサポーター（ひきこ
もり経験がある方やその家族）によるオンライン
相談（電話対応可、毎月第1・第2水曜日、第3・
第4金曜日）　※予約制（当日相談も可）
○来所相談　※予約制
問東京都福祉局地域福祉課　☎03−5320−
4039

若者とその家族を対象とした悩みの相談先
●東京都若者総合相談センター「若ナビα」
　若者やその家族から人間関係、不安・孤独・非
行等の相談を受け付けています（匿名可）。
対おおむね18～39歳の方とその家族
▷相談方法
○電話相談（☎03−3267−0808）
○LINE相談（右記参照）
時午前11時～午後10時30分（日曜日
を除く）
※メール相談、面談相談も行っています。詳細は
「若ナビα」 をご覧ください。
問東京都都民安全総合対策本部若年支援事業課　
☎03−5388−3172

同じ境遇を持つ方の交流の場
　出入り自由のため、気軽にお越しください。
場福祉センター 2階
●�生きづらさを抱えている女性の居場所・交流会
「さくらんぼ」
　ひきこもり気味の女性や生きづらさを感じてい
る女性同士で、お茶等を飲みながら、ゆったりと
過ごせる居場所です。
日毎月第4火曜日　時午後1時30分～3時
問社会福祉協議会地域福祉係　☎378−3800
●ひきこもりサロン「とまりぎ」
　ひきこもり当事者同士がゲーム等をしながら安
心して自由に過ごせる居場所です。
対市内在住の方　日毎月第2火曜日・第4木曜日
時午後2時～4時
問社会福祉協議会地域活動支援センター　☎370
−2480、 soudan@inagishakyo.org
●稲城ひきこもり家族会「ぽの」
　ひきこもりの家族等、同じような境遇の家族同
士が知り合い、考えや思いを分かち合ったりして
気持ちを軽くするための交流の場です。
日毎月第3土曜日　時午前10時～正午
問社会福祉協議会在宅支援係　☎378−3318
●夕方食堂・夕方カフェ
　ひきこもりがちな方、生きづらさを抱えている
方等が利用できる居場所です（月1回開催）。
時午後4時30分～
問社会福祉協議会在宅支援係　☎378−3318
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、
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し
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し
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ま
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迷
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。
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し
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す
。
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ひきこもり等の相談窓口
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。
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ク
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▲LINE相談

募集します！
トイレカー
ラッピングデザイン

▲市

特
殊
詐
欺
被
害
が

急
増
中
！

「
デ
ジ
ポ
リ
ス
」で

防
犯
対
策

▲Android

▲iOS

　企業の進出を促進するため、新たに市内へ事業所を新築する企業の他、飲食店舗やホテルとして事業用地や建物を譲渡・賃
貸する方へ奨励金を交付します。更に、開設時に市民を雇用した場合や市内建設業者を活用して事業所の建築を行っ
た場合は、加算金を交付します。ぜひ市内への進出をご検討ください。詳細は市 （右記参照）をご覧ください。
対下表参照　問経済課商工係

奨励金一覧
種類 対象

① 一般奨励金 事業所を建築して事業を開始する企業
② 飲食店舗誘致奨励金 飲食店を建築して営業を開始する企業
③ 旅館・ホテル営業誘致奨励金 旅館・ホテル営業を開始する企業
④ 飲食店舗賃貸奨励金 飲食店舗として事業者に建物を賃貸する企業
⑤ 旅館・ホテル施設賃貸奨励金 旅館・ホテルとして事業者に建物を賃貸する企業
⑥ 用地確保奨励金 上記①～⑤に該当する事業所に用地を譲渡・賃貸する事業用地提供者

▲申込
フォーム

企業誘致制度
ご活用ください


